
免許取得助成事業要綱 
 

（公社）大分県トラック協会 

 
〔目的〕 

第１条 この要綱は、（公社）大分県トラック協会（以下「県ト協」という。）が、トラック産業の安定した輸

送を維持するため、トラックドライバーの自動車運転免許の資格取得を促進することにより、労働

力の確保を図ることを目的とする。 

 

〔助成対象者〕 

第２条 助成対象者は、従業員に牽引免許を取得させるため、または準中型における５t限定、中型

免許における８t限定を解除するため、その費用を負担した会員事業者とする。 

 

〔助成対象要件〕 

第３条 助成対象要件は、次の各号について全てを満たすこととする。 

１ 従業員が、当該年度４月１日以降に自動車学校または教習所(教習所の所在は県内外を問わ

ない)に入校し、原則２月末日までに免許を取得した者であること。 

２ 助成人数は、１事業者あたり２名までとする。 

３ 助成対象となる申請事業者は、県ト協の所定の義務を満たしていることとする。 

 

〔助成上限額〕 

第４条 １人当たりの助成上限額は次のとおりとし、助成交付額が第４条に定める予算総額に達した

時点で終了するものとする。 

 

免 許 種 別 1人あたり助成上限額 

牽引免許 ４０，０００円 

限定解除（８ｔ．５ｔ） ２０，０００円 

    ※ 牽引免許は、車両総重量が７５０ｋｇ以上の被牽引車が該当します。 

 

 

〔申請受付期間〕 

第５条 助成の申請受付期間は、当該年度４月１日から２月末日までとし、当該年度４月以降実施し

たものを、原則月ごとに、その期間中に清算を終了した分をとりまとめて翌月（７月・１０月・１月・３

月の都度）の２０日までに、必要な書類を添えて県ト協に提出しなければならない。 

 

 

〔申請書類〕 

第６条 会員事業者は第６条に定める期日に次の書類を県ト協に申請する。 

１ 牽引免許取得助成事業助成金交付請求書（様式１） 

２ 取得後の運転免許証（写） 

３ 教習所（自動車学校を含む）の入校日を証明する書類（写） 

                       （入校証・ＩＤカード等） 

４ 教習所（自動車学校を含む)への支払いを証明する書類(写) 

〔教習所発行の領収書(写)〕 

※ 領収書（写）は、会社宛又は事業主宛のみ有効で従業員個人宛の領収書(写)は不可とする。 

 

 

 

〔交付決定〕 

第７条  県ト協は会員事業者から第７条の申請があったときは、速やかに審査し、当要綱に付した

条件に適合すると認めたときは交付の決定を行い、牽引許取得助成金交付決定通知書（様式２）

により会員事業者に通知する。 

 



〔助成金の交付〕 

第８条  県ト協は会員事業者から第７条の申請があったときは、速やかに審査し、当要綱 

に付した条件に適合すると認めたとき、会員事業者に対し助成金を交付する。 

 

〔助成金の返還〕 

第９条  提出された書類の内容に虚偽の事実が判明した場合は、助成金を返還しなければならな

い。 

 

〔その 

第１０条  この要綱に定めのない事項が発生した場合、交通・環境対策委員会において協議し、議

決するものとする。 

 

[附則] 

本要綱は、平成２６年４月１日から適用する。 

平成２７年 ４月 １日 一部改正 

平成２８年 ４月 １日 一部改正 

平成２９年 ４月 １日 一部改正 

平成３１年 ４月 １日 一部改正 

令和 ３年 ４月 １日 一部改正 

令和 ６年 ５月１５日 一部改正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

別表： 牽引免許助成金額一覧表 
 

免  許  種  別 
１人あたり助成上限額 

大分県トラック協会 全日本トラック協会 

準中型  ４０，０００円 

８ｔ限定解除 ２０，０００円  

牽引 ４０，０００円  

５ｔ限定解除 ２０，０００円 ２５，０００円 

 

※ 全日本トラック協会の助成金は、年度内において、１事業者 ３００，０００円を限度 
 


